
KOUGEI NOW 2020

http://kougeinow.com
※“DIALOGUE” は、工芸の見本市&展示販売会です。

文化庁 国際文化芸術発信拠点形成事業 
KYOTO KOUGEI WEEK 2020 Official Program 

“DIALOGUE”
Kyoto Crafts Exhibition

スポンサー募集のご案内
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KOUGEI NOW / “DIALOGUE” について

KOUGEI NOW は「工芸を “未来志向” のものづくりへ」をキーワードに、手しごとを 中心に、
その周辺にあるものづくりを、それに関わる作り手とともに未来につなげて いくためのプロジェ
クトです。 
1年目は 3つの工芸サミット(「丹後テキスタイル」、「京焼・清水焼」、「道具・材料」) を開
催し、作り手、伝え手、研究者、地域の方々と、次世代のものづくりについての 課題やアイデ
アの共有を行いました。2年目以降は、「”DIALOGUE"」と題して、烏丸六条にあるホテルカン
ラ京都の客室を会場に作り手が直接伝える展示販売会を開催しています。 

今年度よりKOUGEI NOWは、京都府が新しく始めた工芸を通じた国際交流のための企画である
「KYOTO KOUGEI WEEK （KKW）」内のプロジェクトとなり、”DIALOGUE"はKKW公式プロ
グラムとして開催していきます。 

今回も、同じくホテルカンラ京都の本館全体を会場に、京都を中心に全国の作り手とプロダクト・
作品を集めた展示販売会とスタジオツアー、工芸の伝え手が語るトークイベントを開催します。
作り手の思いや手しごとの確かさ、歴史ある 土地に根付いたものづくりの文化と産業を伝え、
語り合い、共に切磋琢磨できる人たちと、次に繋げるための場づくりを行なっていきたいと考え
ています。
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開催概要

<Exhibition>

会期:2020年2月27日(木)、28日(金)、29日(土)

27日：Press Buyers day 13:00-20:00

28日：Press Buyers day 11:00-20:00

29日：Market day 11:00-18:00

(招待客に向けた内覧日になります。) 

(招待客に向けた内覧日になります。17時以降、一般の方もご入場頂けます。) 

(どなたでもご入場頂けます。)

会場：ホテル カンラ 京都  
京都市下京区 烏丸通六条下る北町 190 
>> https://www.hotelkanra.jp

入場料：1,000 円(税込）

※ 出展商品が購入できる「500円ショッピングチケット」付き

<Studio Tour>
今回からDESIGN WEEK KYOTOと連携してスタジオツアーを
開催します。詳細は後日ご案内します。

DESIGN WEEK KYOTO 2020.2/23-3/1 
http://www.designweek-kyoto.com

<Reception Party>
28日（金）20:30-22:00
参加費：5,500円｜出展者：4,000円
（スポンサー様はご招待）

<Talk Event>
28日（金）18:00-19:30 参加費：無料（申込制）

※ 28日17時以降、29日のみ必要

※ 会期中何度でも入場可能

ゲスト：山田 遊 氏(method、工場の祭典)、他

<WEB／SNS>
Web：http://kougeinow.com 
Facebook：https://www.facebook.com/KOUGEINOW 
Instagram：https://www.instagram.com/kougeinow

https://www.instagram.com/kougeinow
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会場|ロケーション

「カンラ：感洛」には、日本が育んできた美・知恵・おもてなしが息づく「洛」
の地でその心を「感」じてほしいという想いが込められています。 
「継承と革新」をデザインコンセプトに、京都の伝統的な住宅形式の町家をモダ
ンに表現した、細長い” マチヤスタイル” のデザインが特徴のラグジュアリーホ
テルです。

hotel kanra kyoto 
https://www.hotelkanra.jp  

京都市下京区 烏丸通六条下る北町 190 
京都駅 (JR) 中央口より徒歩12分  

五条駅 (地下鉄烏丸線) 8番出口より徒歩1分

hotel kanra kyoto｜ホテル カンラ 京都
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展示空間|客室
ホテルの客室を展示空間として使用します。 
ホテルのインテリアとしての提案や、生活空
間としての演出が可能になっています。 

国内では稀な展示スタイルで、出展者、来場
者ともにご好評いただいております。 

the kanra suite 
capacity 1~4名 
size of rooms 87m²

the kanra junior suite 
capacity 1~4名 
size of rooms 81m²

deluxe twin room   
capacity 1~3名 
size of rooms 47m²

superior twin room  
capacity 1~3名 
size of rooms 42m²

double room 
capacity 1~2名 
size of rooms 30m²
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展示空間|展示使用例
Before

After

the kanra suite the kanra junior suite deluxe twin room  
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展示空間|展示使用例
Before

After

superior twin room deluxe twin room  

6



KOUGEI NOW 2020

対象｜来場者想定

◇招待者来場日(27日＆28日)  
・全国の工芸品取扱店、ライフスタイルショップ、セレクトショップ、百貨店のバイヤー  
・デザイナー、建築家、インテリアデザイナー  
・工芸やクラフト、プロダクトデザインなどのディレクター、プロデューサー  
・海外のバイヤー、デザイナー

◇一般来場日(28日17時～＆29日)  
・生活や使うものにこだわりを持つ一般の方 
・出展者のファン 
・工芸やデザインプロダクト、手しごと品に興味のある学生

＜来場者数＞ 
3/6(木)：667 人 
3/7(金)：588 人 
3/8(土)：830 人 

＜売上＞ 8,923,269円 (商談での受注は含まない会期中の売上額のみ)

2,085人合計

◇昨年の実績

7

※一般入場が有料化されてからも来場者数は減少していません
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広報｜PR

◇PR 方法 
・WEB、雑誌、新聞社へのプレスリリースの配信 
・京都府からのプレスリリース 
・UDS 株式会社（ホテルカンラ京都）からのプレスリリース 
・SNS関連、Facebook（約1500フォロワー）、Instagram（約600フォロワー） 
・フライヤー （12000部）、ポスター（100枚）配布予定 
・KYOTO CRAFTS MAGAZINEとのタイアップ記事など
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2019年度 フライヤー 2019年度 プレスリリース

◇掲載実績 
・京都市内の地下鉄全駅にポスター掲示 
・府民だより（京都府発行）に掲載 
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協賛募集｜スポンサーメニュー
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“DIALOGUE” にご協賛いただける企業・団体・個人様を募集いたします 
集まった協賛金は、バイヤーやプレス、招待客に配布するカタログの制作費に 
充てさせていただきたいと考えています 
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協賛募集｜お申込方法

◇お申込期間：2019年12月9日～2020年2月15日 
　　（お申込のタイミングによっては、締切が終了しているメニューもございますので事前にご確認ください） 

◇お申込手順 

① お申込書に必要事項を記入のうえ、メールにて下記までお送りください 
　　　dialogue@cementdesign.com 

② お申込金額を下記口座までご入金ください 
　　　京都信用金庫 本店　店番001 
           口座番号：3055403　 
           口座名義：ユ)セメントプロデュースデザイン 
   

〒600-8815   京都市下京区中堂寺粟田町 93 
　　　京都リサーチパーク スタジオ棟 D-103 
　セメントプロデュースデザイン 京都事務所内 

DIALOGUE2020事務局 
E-Mail：dialogue@cementdesign.com

お問い合せ先

mailto:dialogue@cementdesign.com?subject=
http://cementdesign.com
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スタッフ

主催：「KYOTO KOUGEI WEEK」実行委員会（KYOTO KOUGEI WEEK公式プログラム） 
共催：京都府、hotel kanra kyoto、CEMENT PRODUCE DESIGN 
協力：DESIGN WEEK KYOTO 実行委員会、KYOTO CRAFTS MAGAZINE、 
　　　京都市、京都伝統産業ミュージアム

<Exhibition> 
キュレーター：藤井 昌弘(COME)、北澤 みずき 
　　　　　　　仲川依利子（CEMENT PRODUCE DESIGN）、山崎 伸吾 

<Tour> 
協力：DESIGN WEEK KYOTO 実行委員会

事務局：仲川 依利子（CEMENT PRODUCE DESIGN）

ディレクター：山崎 伸吾（KYOTO KOUGEI WEEK）

Art Work：高橋 涼子

11


